
２  現状の分析と課題

２－１  経営の状況

(１) 組織体制

  組織図

(２) 経営成績と財政状態

(３) 経営上の課題

平成18年度の経営成績と財政状態について、業務指標を使って、公共性、料金、資産状態、財務状

況、施設効率、生産性の評価を行った結果は次のとおりである。(表－２)

現在のところ、営業に係る維持管理費は使用料収入によって賄っており、起債の償還に係る繰入金

課長

  建設課は、課長以下合計4名で水道事業の運営を行っています。係は庶務係と維持管理係の2係で運

営しており、予算上の人員は1名としています。

・水道事業管理者(村長） (平成19年4月1日)

・ 総務担当水道技術管理者  高橋 満也

計画担当
管理係
(1人)

経理担当

業務担当

建設課
(4人)

施設担当

施設係
(2人)

  宇検村は、村長が水道事業管理者の職務を行っており、水道事業の管理者の権限に属する事務を処

理するために建設課を置いています。

も基準内で納まっているため、経営状態は良好であるといえる。しかし、今後は、統合簡易水道事業

給水装置担当

を実施していることから、資本整備に係る経費が増大するものと考えられる。これに伴い一般会計か

らの繰入金の増加が予想されるが、効率的な施設の維持管理や使用料の見直し等を行い健全化を図る。







２－２  施設の状況

【１】簡易水道施設

(１) 宇検村北部地区簡易水道事業(湯湾地区)

１）概要

①取水・導水施設

②浄水施設

③配水施設

２）施設系統図 図－１に示す通りである。

減圧されて凝集沈澱装置へ導水される。

  宇検村の水道施設の状況は、４.施設整備計画４－１水道施設の状況のとおりである。

  各水道施設の概要と施設系統図は次のとおりである。

  水源は第１水源と第２水源の２箇所がある。

された後、浄水場内の沈澱池へ導水される。

  第１水源については、浄水場内の凝集沈澱装置へ導水された原水は、ここで凝集沈澱処理された後

  薬注処理は、凝集剤を凝集沈澱装置の流入側へ、又、塩素剤を前塩素として凝集沈澱装置の流入側

へ、後塩素として急速ろ過設備の流出側へ注入して行う。

  第２水源については、浄水場内の沈澱池へ導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導

水される。ここでろ過処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌

  ＶＰφ75・L＝1,618ｍ

  ＶＰφ50・L＝340ｍ

  ＶＰφ40・L＝430ｍ

  ＶＰφ150・L＝707ｍ

  ＶＰφ100・L＝372ｍ

処理された後、配水池へ送水される。

  配水池は、V＝76ｍ3とV＝72ｍ3×2池の計3池があり、総貯水容量はV＝220ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  第２水源については、取水堰から取水した原水は、自然流下により減圧槽に導水され、ここで減圧

急速ろ過設備でろ過処理され、配水池へ送水される。

  第１水源については、取水堰から取水した原水は、自然流下により沈砂池を経由し、更に減圧槽で





(２) 宇検村北部地区簡易水道事業(田検地区)

１）概要

①取水・導水施設

②浄水施設

③配水施設

２）施設系統図

  水源は河川水で、計画取水量Q＝90.2ｍ3/日(取水可能量Q＝757ｍ3/日)である。

  取水堰から取水した原水は、自然流下により浄水場内の沈澱池へ導水される。

  導水管はＶＰφ75・L＝300ｍである。

浄水場内の沈澱池へ導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導水される。ここでろ過

処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌処理された後、配水池

へ送水される。

  配水池は、V＝40ｍ3とV＝57ｍ3の2池があり、総貯水容量はV＝97ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  ＶＰφ75・L＝588ｍ

  ＶＰφ25・L＝919ｍ

  図－２に示す通りである。





(３) 宇検村北部地区簡易水道事業(芦検地区)

１）概要

①取水・導水施設

②浄水施設

③配水施設

２）施設系統図

  水源は河川水で、計画取水量Q＝147.4ｍ3/日(取水可能量Q＝908ｍ3/日)である。

  取水桝から取水した原水は、自然流下により浄水場内の沈澱池へ導水される。

  導水管はＶＰφ75・L＝373ｍである。

浄水場内の沈澱池へ導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導水される。ここでろ過

処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌処理された後、配水池

へ送水される。

  配水池は1池で貯水容量はV＝82ｍ3である。又、減圧施設として減圧槽V＝3.5ｍ3が設置されている。

  配水管は次の通りである。

  ＶＰφ100・L＝2,052ｍ

  ＶＰφ75・L＝511ｍ

  ＶＰφ50・L＝318ｍ

  ＶＰφ30・L＝507ｍ

  図－３に示す通りである。





(４) 宇検村北部地区簡易水道事業(生勝地区)

１）概要

①取水・導水施設

②浄水・送水施設

③配水施設

２）施設系統図

  水源は河川水で、計画取水量Q＝56.1ｍ3/日(取水可能量Q＝152ｍ3/日)である。

ミニダムから取水した原水は、自然流下により沈砂池を経由して浄水場内の前処理ろ過設備へ導水

される。

  導水管はＶＰφ75・L＝229ｍである。

浄水場内の前処理ろ過設備へ導水された原水は、前処理ろ過設備及び急速ろ過設備でろ過処理され

た後、浄水池へ導水される。

薬注処理は、凝集剤を前処理ろ過設備の流入側へ、又、塩素剤を前塩素として前処理ろ過設備の流

入側へ、後塩素として浄水池へ注入して行う。

  浄水池内の浄水は、ポンプ圧送により配水池へ送水される。

  送水管はＶＰφ50・L＝90ｍである。

  配水池は1池で貯水容量はV＝108ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  ＶＰφ100・L＝2,096ｍ

  ＶＰφ75・L＝803ｍ

  ＶＰφ50・L＝605ｍ

  図－４に示す通りである。





(５) 宇検村北部地区簡易水道事業(宇検地区)

１）概要

①取水・導水施設

②浄水施設

③配水施設

２）施設系統図

水源は河川水で、第１水源及び第２水源の２箇所があり、第１水源は計画取水量Q＝10ｍ3/日(取水

可能量Q＝20ｍ3/日)又、第２水源は計画取水量Q＝20ｍ3/日(取水可能量Q＝40ｍ3/日)である。

第１水源のミニダム及び第２水源の取水堰より取水した原水は接合桝で合流した後、浄水場内の沈

澱池へ導水される。

  導水管はＶＰφ75～φ50・L＝651ｍである。

浄水場内の沈澱池へ導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導水される。ここでろ過

処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌処理された後、配水池

の浄水はV＝14ｍ3で受水する。

  配水管は次の通りである。

へ送水される。

当地区は、水源枯渇が進行し、不足浄水量は水源水量の豊富な湯湾地区簡易水道の浄水で補う計画

である。

配水池は、V＝49ｍ3とV＝14ｍ3の2池があり、総貯水容量はV＝63ｍ3である。湯湾地区簡易水道から

  ＶＰφ75・L＝2,519ｍ

  ＶＰφ50・L＝173ｍ

  ＶＰφ25・L＝616ｍ

  図－５に示す通りである。





(６) 部連地区簡易水道事業

１）概要

①取水・導水施設

②浄水施設

③配水施設

２）施設系統図

  水源は河川水で、計画取水量Q＝31ｍ3/日(取水可能量Q＝120ｍ3/日)である。

  取水堰から取水した原水は、自然流下により浄水場内の沈澱池へ導水される。

  導水管はＶＰφ50・L＝118ｍである。

浄水場内の沈澱池へ導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導水される。ここでろ過

処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌処理された後、配水池

へ送水される。

  配水池は、1池で貯水容量はV＝25.5ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  ＡＣＰφ75・L＝621ｍ

  ＶＰφ50・L＝79ｍ

  ＶＰφ40・L＝330ｍ

  図－６に示す通りである。





(７) 名柄地区簡易水道事業

１）概要

①取水・導水施設

②浄水・送水施設

③配水施設

２）施設系統図

薬注処理は、凝集剤を凝集沈澱装置の流入側へ、又、塩素剤を前塩素として凝集沈澱装置の流入側

処理され、配水池へ送水される。

  導水管はＶＰφ75・L＝657ｍである。

浄水場内の凝集沈澱装置へ導水された原水は、ここで凝集沈澱処理された後、急速ろ過設備でろ過

  水源は河川水で、計画取水量Q＝66ｍ3/日(取水可能量Q＝150ｍ3/日)である。

取水堰から取水した原水は、自然流下により沈砂池を経由して浄水場内の前処理ろ過設備へ導水さ

れる。

へ、後塩素として急速ろ過設備の流出側へ注入して行う。

  配水池は1池で貯水容量はV＝60ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  ＶＰφ75・L＝1,096ｍ

  ＶＰφ50・L＝943ｍ

  ＶＰφ30・L＝712ｍ

  図－７に示す通りである。





(８) 平田地区簡易水道事業

１）概要

①取水・導水施設

②浄水施設

③配水施設

２）施設系統図

浄水場内の沈澱池へ導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導水される。ここでろ過

  水源は河川水で、計画取水量Q＝58ｍ3/日(取水可能量Q＝150ｍ3/日)である。

  取水堰から取水した原水は、自然流下により浄水場内の沈澱池へ導水される。

  導水管はＶＰφ40・L＝579ｍである。

処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌処理された後、配水池

へ送水される。

  配水池は、1池で貯水容量はV＝18ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  ＡＣＰφ75・L＝165ｍ

  ＶＰφ50・L＝180ｍ

  ＶＰφ30・L＝168ｍ

  図－８に示す通りである。

  ＶＰφ25・L＝863ｍ





(９) 阿室地区簡易水道事業

１）概要

①取水・導水施設

②浄水施設

③配水施設

２）施設系統図

  水源は河川水で、計画取水量Q＝34ｍ3/日(取水可能量Q＝163ｍ3/日)である。

  取水堰から取水した原水は、自然流下により浄水場内の沈澱池へ導水される。

  導水管はＶＰφ75・L＝860ｍである。

浄水場内の沈澱池へ導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導水される。ここでろ過

処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌処理された後、配水池

へ送水される。

  配水池は、1池で貯水容量はV＝24ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  ＶＰφ75・L＝620ｍ

  ＶＰφ50・L＝159ｍ

  ＶＰφ25・L＝167ｍ

  図－９に示す通りである。





【２】飲料水供給施設

(１) 新小勝地区飲料水供給施設事業

１）概要

①取水・導水施設

②浄水施設

③配水施設

２）施設系統図

  水源は河川水で、計画取水量Q＝27ｍ3/日(取水可能量Q＝160ｍ3/日)である。

  取水堰から取水した原水は、自然流下により浄水場内の沈澱池へ導水される。

  導水管はＶＰφ50・L＝90ｍである。

浄水場内の沈澱池へ導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導水される。ここでろ過

処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌処理された後、配水池

へ送水される。

  配水池は、1池で貯水容量はV＝36ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  ＶＰφ75・L＝625ｍ

  ＶＰφ50・L＝1,078ｍ

  ＶＰφ30・L＝184ｍ

  図－１０に示す通りである。

  ＶＰφ20・L＝399ｍ





(２) 佐念地区飲料水供給施設事業

１）概要

①取水・導水施設

②浄水施設

③配水施設

２）施設系統図

  水源は河川水で、計画取水量Q＝14.3ｍ3/日(取水可能量Q＝290ｍ3/日)である。

  取水堰から取水した原水は、自然流下により浄水場内の沈澱池へ導水される。

  導水管はＶＰφ30・L＝542ｍである。

浄水場内の沈澱池へ導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導水される。ここでろ過

処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌処理された後、配水池

  図－１１に示す通りである。

へ送水される。

  配水池は、1池で貯水容量はV＝11ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  ＶＰφ50・L＝410ｍ





(３) 屋鈍地区飲料水供給施設事業

１）概要

①取水・導水施設

②浄水・送水施設

③配水施設

２）施設系統図

  水源は河川水と深層地下水の２箇所がある。

(取水可能量Q＝162ｍ3/日)である。

  深層地下水については、深井戸用水中渦巻ポンプにより取水を行う。

理された後、配水池へ送水される。

深層地下水については、水源地で薬注ポンプにより取水ポンプと連動させて送水管に薬液を注入し

滅菌処理を行う。

  配水池は、V＝12ｍ3とV＝42ｍ3の2池があり、総貯水容量はV＝54ｍ3である。

  配水管は次の通りである。

  ＶＰφ100・L＝317ｍ

  図－１２に示す通りである。

河川水は計画取水量Q＝5ｍ3/日(取水可能量Q＝67ｍ3/日)、深層地下水は計画取水量Q＝19.5ｍ3/日

河川水については、取水堰から取水した原水は、自然流下により浄水場内の沈澱池へ導水される。

  導水管はＶＰφ40・L＝460ｍである。

河川水については、浄水場内の沈澱池に導水された原水は、沈澱処理された後、緩速ろ過池へ導水

される。ここでろ過処理されたろ過水は、配水池に併設されている受水槽へ導水され、ここで滅菌処

  送水管はＶＰφ50・L＝124ｍである。

  ＶＰφ75・L＝184ｍ

  ＶＰφ50・L＝413ｍ





２－３  水需要見通し

(１) 給水人口等の動向

１）行政区域内人口(＝給水区域内人口＝給水人口)の見通し

(２) 給水量等の動向

１）有収水量の見通し

２）1日平均給水量の見通し

３）1日最大給水量の見通し

(３) 行政区域内の需要見込み

現在、給水普及率は100％で、行政区域内人口(＝給水区域内人口＝給水人口)は2,331人(平成10年)

から2,066人(平成19年)と10年間で265人減少している。

  宇検村の人口は、過去10年間の動向をみると毎年減少傾向が続いている。

  過去10年の人口動態により10年後(平成29年度)の給水人口を推計すると1,691人となる。

なお、上位計画である「第４次宇検村長期振興計画」においては、努力目標値を加味して減少傾向

を抑え、平成24年度の人口を2,300人と設定しているが実現は難しい。

平成18年度の1日平均有収水量、1日平均給水量の実績は、それぞれ750ｍ3/日、850ｍ3/日前後であ

る。

成29年度の1日最大給水量は1,000ｍ3/日前後と推計される。

村の長期振興計画に給水需要が見込まれる具体性のある開発計画がないことから、将来の給水量の

  過去10年間の推移を見ると減少傾向にある。

最近の傾向は、給水人口の減少及び節水意識の高揚や節水機器の普及等による1人当たりの生活用

水の減少などにより有収水量が減少する傾向にある。

平成18年度の有収率は88％であり、90％を目標にすると平成29年度の1日平均給水量は690ｍ3/日前

増加は見込まない。

後と推計される。

1日最大給水量は有収水量と同様に減少傾向にある。負荷率が平均69％で推移するとした場合、平


